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天変地異記録媒体としての六国史の解析

An analysis of Rikkokushi (six Japanese chronicles in the 7-9th century) as record media

of natural disasters
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文献史料にもとづく自然災害史研究において，各時代の自然災害発生状況を正確に知るためには，個々の史
料の記録欠落期間や記録特性を把握する必要がある．本研究は，飛鳥～平安前期の基本史料である六国史につい
て，その天変地異記録媒体としての性能と限界を明らかにした．7 9 2～8 3 3年の期間では，当初あった情報の7 7％
が史料散逸によって欠落しているとみられる．総情報量と自然現象に関する情報量（文字数としてカウント）は，
どちらも概して時代が新しいほど多い． 六国史の最初部分（日本書紀）と最末部分（日本三代実録）とでは，総
情報量に12倍の差がある．総情報量は，史料撰者の替わり目で不連続的に変化している．

これまでの文献史料にもとづく自然災害史研究の多くは，原史料から機械的に抜き書きされた天変地異記録
をベースとしておこなわれ，その記録の件数や内容にもとづいて各時代の自然災害の特徴や盛衰が検討されてき
た．しかし，厳密には各時代における史料自体の欠落期間や，自然現象に対する史料の記録特性が把握されてい
なければ，その時代の自然災害発生状況を正確に知ることは困難である．本研究は，飛鳥・奈良・平安時代初期
にかんする（ほとんど唯一の）基本史料である六国史を対象とし，六国史から得ることができる総情報量と，そ
れに占める自然現象に関する情報量とその内容の変遷を求め，天変地異記録媒体としての六国史の性能と限界を
明らかにすることを目的とした．

六国史は，当時の朝廷によって編纂された６つの連続する編年体歴史書であり，古い順に『日本書紀』『続日
本紀』『日本後紀』『続日本後紀』『日本文徳天皇実録』『日本三代実録』と呼ばれ，すべて漢文で記述されている．
六国史には，当時流行した天人相関思想（天皇の徳の有無がさまざまな自然現象となって現れるという思想）の
影響を受けて，天変地異記録が数多く集められている．六国史が扱っている期間は神代（神話時代）から仁和三
年（8 8 7）八月までであるが，『日本書紀』の編纂が命じられたのが天武天皇十年（ 6 8 1）であることから，本研究
は六国史の中でもとくに記録の豊富な『日本書紀』の天武天皇元年（6 7 2）条から『日本三代実録』の末尾までを
対象とし，記録量・情報量を文字数としてカウントした．

まず各史料の序，各巻頭の書名，天皇の名号だけを除いた総記録量と，総記録量よりさらに天皇の即位紀，
人物伝記，日付等を除いた総情報量を求め，両者の時間的変遷および記録の欠落期間を求めた．総記録量に占め
る総情報量の割合は，各史料とも9 0％前後である．『日本後紀』は延暦十一年（7 9 2）一月から天長十年（8 3 3）二
月までの4 1年1ヶ月間を扱っているが，そのうち記録が現存するのは9年7ヶ月分であり，全体の2 3％でしかない．
１年間の記録が完全に残っている年は6年しかなく，弘仁七年（8 1 6）一月から天長十年（8 3 3）一月までの後半1 7
年1ヶ月分は記録が連続欠落している．

六国史を全体的に見ると，概して時代が新しいほど情報量が多い．各史料の扱う期間内における１年毎の総
情報量の平均値は，『日本後紀』『日本三代実録』においてそれぞれ7 4 8 5文字／年と1 1 5 2 7文字／年であり，9 5 6文
字／年しかない『日本書紀』と比べてそれぞれ7 . 8倍と1 2倍である．また，情報量はそれぞれの史料境界（すなわ
ち撰者の替わり目）で不連続的に変化し，史料内ではさほど大きな変化がないようにみえる．ただし『続日本紀』
については，その後半部分を編纂した撰者たちが当初3 0巻あった前半部分についても2 0巻に縮小・再編纂したこ
とが知られており，前半と後半とで１年毎の総情報量の平均値に2.4倍の差がみられ，後半の情報量が多い．

次に，総情報量中に占める「自然現象に関する情報量」の時間的変遷を求めた．「自然現象に関する情報量」
とは，天体食・彗星・流星や日々の天候などの無被害の現象に加え，地震，火山活動，飢饉，疫病，旱魃の記述
とそれらに対する対策や祈願，祥瑞（天人相関思想にもとづいて吉とされる現象．珍しい気象・動物の出現など），
ならびに自然現象が原因でなされた改元記録など，自然現象に少しでも関係がある記録すべてのことである．自
然現象に関する情報量は，概して時代が新しい史料ほど増加しているようにみえ，『続日本紀』後半は『日本書紀』
の4倍，さらに『続日本後紀』は『続日本紀』後半の3倍となっている．ただし，自然現象に関する情報量が総情
報量に占める割合は，『続日本紀』前半で1 0％，『続日本後紀』で1 4％と多いが，『続日本紀』後半では 6 . 2％，『日
本後紀』では5.4％にとどまっている．

現在，自然現象に関する記録について，現象の種類毎の時間的変遷を求めつつあり，各史料における自然現
象の記録特性をさらに明らかにできると考えている．


